












The Need of the Spread of Home-visit Behavioral Family Therapy 
for Mental Patient and Their Family in Japan
佐　藤　　　純
SATO Atsushi
Family intervention in Japan for mentally ill patients and their families and the difficulties 
experienced as a result of this intervention are described. The need for the spread of 
behavioral family therapy through home visits is considered. It is expected that the model of 
family work of the Meriden Family Programme, adopted by Minna-Net（The National 
Federation of Mental Health and Welfare Party in Japan), will spread in Japan. 
1　日本で行われている家族支援の現状
長きにわたり精神障害者の家族支援の研究を続けている白石（2011）は、わが国において精
神障害者の家族及び家族支援が注目されたのは 3度ある 1）と指摘する。1度目は 1965 年の家族
































































practice）プログラムの一つである。2010 年に改訂されたイギリスNICE（National Institute 










に基づき主に医療機関で行われている。このガイドラインは、米国 SAMHSA（Substance Abuse 
and Mental Health Service Administration、アメリカ連邦保健省薬物依存精神保健サービス部）







































































































































て、Leff ら（1985）24）の「Family Psychoeducation（FPE）」、Barrowclough, Tarrier ら（1997）25）
の「Needs-based Cognitive-Behavioral FPE 」、Anderson, C.ら（1986）26）の「Family 
Psychoeducation and Treatment Program（FPTP）」、Liberman, R. ＆ Fallon, I. ら（2008）27）の
「Behavioural Family Therapy」、McFarlane, W. ら（2002）28）の「Multi-Family Group 















改めて確認してみれば、統合失調症における家族支援 「BFI（Behavioural Family 
Intervention）」は、たとえばアメリカの PORT（Patient Outcomes Research Team）の統合失
調症治療ガイドライン 31）、イギリスの王立医療評価機構NICE（National Institute for Clinical 








Workは、1975年に当時NIH International Research Fellowとして採用されたFalloon, I.R.P. が
中心となり、Liberman, P. を含む人々らによってMaudsley 病院に入院中の患者へ試行により




とした場合、治療開始 9カ月後の再発率が、家族介入群 6％と対照群 44％より有意に低く、さ
らに月 1回の家族のフォローアップを続けたところ家族介入群 17％と対照群 83％と、再発予防
効果は 2年後に維持される結果であった 33）34）。
この単家族による家族（本人も含む）心理教育のマニュアルや教育媒体が整えられているも
のがメリデン版訪問家族支援である。英国The Meriden Family Programme によって、精神障
害をもつ人を含めた家族の精神保健福祉サービス開発とそのサービス提供者へのトレーニング
























Behavioural Family Therapy（BFT）Training Course において、ケアラーへの理解、アセス
メントの重要性、基本的な支援スキルに加え、心理教育とコミュニケーションスキルトレーニ
ングの技術、そして家族会等の役割理解を修得する。その研修の終了後は実際に日本において
Family Work を用いた実践を行い、その実践について Skype 等で英国Meriden Family 
Programme スタッフがスーパービジョンを行う。それらのスーパービジョンを経た上で、そ
の後Family Therapy Training Trainers Course の受講を終了すると、そのスタッフはトレー
ナーとしてはじめて日本で日本語による研修を行うことが可能となる。さらにそのトレーナー
は継続的に受講者に対しスーパーバイズを行っていく。
この Family Work を普及する手法についてMeriden Family Programme では Cascade 
Model と呼び、英国で短期間に多くの専門職に、しかもその地域にあった効果的な方法として
実践することにつながり、実際に効果的であることを明らかにしている 35）。






















権利条約の合い言葉でもあった「Nothing about us without us」（自分たち抜きで自分たちのこ
とを決めるな）の具現化でもあろう。Meriden Family Programme にも、Peter Woodhamと
いう家族がスタッフとして働いている。Peter氏は英国の精神疾患治療ガイドラインNICE38）の
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